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別紙１ 

１ 認定の審査 

運転免許取得者等検査の認定に関する規則（令和４年国家公安委員会規則

第８号。以下「認定検査規則」という。）第１条第１号に掲げる方法により行

う運転免許取得者等検査（以下「認知機能検査同等方法」という。）の認定の

審査に当たっては、以下について留意すること。 

⑴～⑵ （略） 

⑶ 方法の基準の適合性 

認定の審査に当たっては、当該検査の方法が「認知機能検査の運用につい

て」（令和４年３月２日付け警察庁丙運発第10号。以下「認知機能検査運用

通達」という。）及び「認知機能検査の実施要領について」（令和４年３月

２日付け警察庁丁運発第47号）に準拠しており、道路交通法の一部を改正す

る法律（令和２年法律第42号）による改正後の道路交通法（昭和35年法律第

105号。以下「法」という。）第97条の２第１項第３号イに規定する認知機

能検査と同等以上になっているかどうかについて判断すること。 

また、認定検査規則第４条第１項第４号の「第１条第１号に掲げる方法に

より行う運転免許取得者等検査に係る業務を適正かつ確実に行うことがで

きる者として都道府県公安委員会が指定する者」に該当するかどうかにつ

いては、別添１に定める指定基準に基づき、判断すること。 

２～３ （略） 

別添１ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 

１ 認定の審査 
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第105号。以下「法」という。）第97条の２第１項第３号イに規定する認知
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２～３ （略） 

別添１ （略） 



  

別記様式第１号 

認
にん

定
てい

認
にん

知
ち

機
き

能
のう

検
けん

査
さ

結
けつ

果
か

通
つう

知
ち

書
しょ

 

 住
じゅう

     所
しょ

     

 氏
し

     名
めい

     

 生
せい

 年
ねん

 月
がっ

 日
ぴ

   
 

  

 検
けん

査
さ

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

   総
そう

合
ごう

点
てん

  点
てん

 

 検
けん

 査
さ

 場
ば

 所
しょ

  （Ａ     点
てん

） 

   （Ｂ     点
てん

） 

記
き

憶
お く

力
りょく

・判
は ん

断
だ ん

力
りょく

が低
ひ く

くなっており、認知症
に ん ち し ょ う

のおそれが 

あ り ます 。 

記憶力
きおくりょく

・判
はん

断
だん

力
りょく

が低
てい

下
か

すると、信号
しんごう

無視
む し

や一
いち

時
じ

不
ふ

停
てい

止
し

の違
い

反
はん

をし

たり、進
しん

路
ろ

変
へん

更
こう

の合
あい

図
ず

が遅
おく

れたりする傾
けい

向
こう

がみられます。 

今
こん

後
ご

の運
うん

転
てん

について十
じゅう

分
ぶん

注
ちゅう

意
い

するとともに、医
い

師
し

やご家
か

族
ぞく

にご相
そう

談
だ ん

 

されることをお勧
すす

めします。 

また、臨
り ん

時
じ

適
てき

性
せ い

検
け ん

査
さ

（専
せ ん

門
も ん

医
い

による診
し ん

断
だ ん

）を受
う

け、又
ま た

は医
い

師
し

 

の診
し ん

断
だ ん

書
し ょ

を提
て い

出
しゅつ

していただくお知
し

らせが公
こ う

安
あ ん

委
い

員
い ん

会
か い

からあり 

ます。 

この診
しん

断
だん

の結
けっ

果
か

、認
にん

知
ち

症
しょう

であることが判
はん

明
めい

したときは、運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

 

の取
とり

消
け

し、停
てい

止
し

という行
ぎょう

政
せい

処
しょ

分
ぶん

の対
たい

象
しょう

となります。 

  

運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

証
しょう

の更
こう

新
しん

手
て

続
つづき

の際
さい

は、この書面
しょめん

を必
かなら

ず持
じ

参
さん

してください。 

 

                                     年   月   日 

 

                               所在地 

                               名 称 

管理者              □印  
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くなっており、認
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判
はん

定
てい

の基
き

準
じゅん

となる点
てん

数
すう

（36点
てん

）は、認
にん

知
ち

機
き

能
のう

検
けん

査
さ

の結
けっ

果
か

と認
にん

知
ち

症
しょう

専
せん

門
もん

医
い

 

による診
しん

断
だん

結
けっ

果
か

との関
かん

係
けい

を統
とう

計
けい

的
てき

に分
ぶん

析
せき

して定
さだ

められたものです。 

 認
にん

定
てい

認
にん

知
ち

機
き

能
のう

検
けん

査
さ

は、あなたの記
き

憶
おく

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

の状
じょう

況
きょう

を簡
かん

易
い

な検
けん

査
さ

に 

よって確
かく

認
にん

するもので、認
にん

知
ち

症
しょう

の診
しん

断
だん

を行
おこな

うものではありません。 

したがって、総
そう

合
ごう

点
てん

が36点
てん

未
み

満
まん

であったとしても、直
ただ

ちに認
にん

知
ち

症
しょう

である 

ことを示
しめ

すものではありません。また、36点
てん

以
い

上
じょう

であったとしても、必
かなら

 

ずしも認
にん

知
ち

症
しょう

でないことを示
しめ

すものではありませんので、記
き

憶
おく

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

 

に不
ふ

安
あん

のある方
かた

は、お近
ちか

くの医
い

療
りょう

機
き

関
かん

等
とう

で相
そう

談
だん

されることをお勧
すす
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認
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知
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しょう
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許
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証
しょう
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新
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ただ

ちに免
めん

許
きょ

が取
と

り消
け
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けい

察
さつ

から 

連
れん

絡
らく

があり、医
い

師
し

の診
しん

断
だん

を受
う

けることになります。 
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ち
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しょう
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断
だん

された場
ば

合
あい

は、免
めん

許
きょ

が取
と

り消
け

され、又
また

は停
てい

止
し

されます。今
こん

回
かい

 

の検
けん

査
さ

の結
けっ

果
か

について、御
ご

質
しつ

問
もん

のある方
かた

は、認
にん

定
てい

認
にん

知
ち

機
き

能
のう

検
けん

査
さ

を行
おこな

ったとこ  

ろやお住
す

まいの都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

警
けい

察
さつ

の運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

担
たん

当
とう

課
か

までお問
と

い合
あ

わせください。 

 

    
 総

そう

合
ごう

点
てん

は、次
つぎ

の計
けい

算
さん

式
しき

に当
あ

てはめて算
さん

出
しゅつ

しています。 

 正
ただ

しい回
かい

答
とう

が多
おお

くなるにつれて総
そう

合
ごう

点
てん

が高
たか

くなります。 

 総
そう

合
ごう

点
てん

 ＝ 2.499×Ａ＋1.336×Ｂ 

Ａは、記
き

憶
おく

した16種
しゅ

類
るい

のイラストの名
な

前
まえ

が正
ただ

しく回
かい

答
とう

されているかどう 

かについての点
てん

数
すう

です。正
ただ

しく回
かい

答
とう

すると点
てん

数
すう

がつきます。 

Ｂは、「年
ねん

」、「月
がつ

」、「日
ひ

」、「曜
よう

日
び

」、「時
じ

刻
こく

」が正
ただ

しく回
かい

答
とう

されて

いるかどうかについての点
てん

数
すう

です。正
ただ

しく回
かい

答
とう

すると点
てん

数
すう

がつきます。 

 

総
そう

合
ごう

点
てん

による判
はん

定
てい

 

総
そう

合
ごう

点
てん

の計
けい

算
さん

 

別記様式第１号 

（裏
り

面
めん

） 

認
にん

定
てい

認
にん

知
ち

機
き

能
のう

検
けん

査
さ

の判
はん

定
てい

や計
けい

算
さん

等
とう

について 

 

   

 
 
 

36点
てん

未
み

満
まん

 記
き

憶
おく

力
りょく

・判
はん

断
だん

力
りょく

が低
ひく

くなっており、認
にん

知
ち

症
しょう

のおそれがある。   
 
   

判
はん

定
てい

の基
き

準
じゅん

となる点
てん

数
すう

（36点
てん

）は、認
にん

知
ち

機
き

能
のう

検
けん

査
さ

の結
けっ

果
か

と認
にん

知
ち

症
しょう

専
せん

門
もん

医
い

 

による診
しん

断
だん

結
けっ

果
か

との関
かん

係
けい

を統
とう

計
けい

的
てき

に分
ぶん

析
せき

して定
さだ

められたものです。 

 認
にん

定
てい

認
にん

知
ち

機
き

能
のう

検
けん

査
さ

は、あなたの記
き

憶
おく

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

の状
じょう

況
きょう

を簡
かん

易
い

な検
けん

査
さ

に 

よって確
かく

認
にん

するもので、認
にん

知
ち

症
しょう

の診
しん

断
だん

を行
おこな

うものではありません。 

したがって、総
そう

合
ごう

点
てん

が36点
てん

未
み

満
まん

であったとしても、直
ただ

ちに認
にん

知
ち

症
しょう

である 

ことを示
しめ

すものではありません。また、36点
てん

以
い

上
じょう

であったとしても、必
かなら

 

ずしも認
にん

知
ち

症
しょう

でないことを示
しめ

すものではありませんので、記
き

憶
おく

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

 

に不
ふ

安
あん

のある方
かた

は、お近
ちか

くの医
い

療
りょう

機
き

関
かん

等
とう

で相
そう

談
だん

されることをお勧
すす

めします。 

認
にん

知
ち

症
しょう

のおそれがあるとされても、免
めん

許
きょ

証
しょう

等
とう

の更
こう

新
しん

をすることはできま

すし、直
ただ

ちに免
めん

許
きょ

が取
と

り消
け

されるわけではありません。ただし、警
けい

察
さつ

から 

連
れん

絡
らく

があり、医
い

師
し

の診
しん

断
だん

を受
う

けることになります。 

 認
にん

知
ち

症
しょう

と診
しん

断
だん

された場
ば

合
あい

は、免
めん

許
きょ

が取
と

り消
け

され、又
また

は停
てい

止
し

されます。今
こん

回
かい

 

の検
けん

査
さ

の結
けっ

果
か

について、御
ご

質
しつ

問
もん

のある方
かた

は、認
にん

定
てい

認
にん

知
ち

機
き

能
のう

検
けん

査
さ

を行
おこな

ったとこ  

ろやお住
す

まいの都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

警
けい

察
さつ

の運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

担
たん

当
とう

課
か

までお問
と

い合
あ

わせください。 

 

    
 総

そう

合
ごう

点
てん

は、次
つぎ

の計
けい

算
さん

式
しき

に当
あ

てはめて算
さん

出
しゅつ

しています。 

 正
ただ

しい回
かい

答
とう

が多
おお

くなるにつれて総
そう

合
ごう

点
てん

が高
たか

くなります。 

 総
そう

合
ごう

点
てん

 ＝ 2.499×Ａ＋1.336×Ｂ 

Ａは、記
き

憶
おく

した16種
しゅ

類
るい

のイラストの名
な

前
まえ

が正
ただ

しく回
かい

答
とう

されているかどう 

かについての点
てん

数
すう

です。正
ただ

しく回
かい

答
とう

すると点
てん

数
すう

がつきます。 

Ｂは、「年
ねん

」、「月
がつ

」、「日
ひ

」、「曜
よう

日
び

」、「時
じ

刻
こく

」が正
ただ

しく回
かい

答
とう

されて

いるかどうかについての点
てん

数
すう

です。正
ただ

しく回
かい

答
とう

すると点
てん

数
すう

がつきます。 

 

総
そう

合
ごう

点
てん

による判
はん

定
てい

 

総
そう

合
ごう

点
てん

の計
けい

算
さん

 



別紙２ 

１ 認定の審査 

認定検査規則第１条第２号に掲げる方法により行う運転免許取得者等検査

（以下「運転技能検査同等方法」という。）の認定の審査に当たっては、以下

について留意すること。 

⑴～⑵ （略） 

⑶ 方法の基準の適合性 

認定の審査に当たっては、当該検査の方法が「運転技能検査の運用につい

て」（令和４年３月２日付け警察庁丙運発第９号。以下「運転技能検査運用

通達」という。）及び「運転技能検査等実施要領の制定について」（令和４

年３月２日付け警察庁丁運発第50号）に準拠しており、道路交通法の一部を

改正する法律（令和２年法律第42号）による改正後の道路交通法（昭和35年

法律第105号。以下「法」という。）第97条の２第１項第３号イに規定する

運転技能検査と同等以上になっているかどうかについて判断すること。 

この場合において、当該検査の方法については、次のいずれにも該当して

いる必要があることに留意すること。 

ア～イ （略） 

２～３ （略） 

別添２～別記様式第２号 （略） 

別紙２ 

１ 認定の審査 

認定検査規則第１条第２号に掲げる方法により行う運転免許取得者等検査

（以下「運転技能検査同等方法」という。）の認定の審査に当たっては、以下

について留意すること。 

⑴～⑵ （略） 

⑶ 方法の基準の適合性 

認定の審査に当たっては、当該検査の方法が「運転技能検査の運用につい

て」（令和７年３月３日付け警察庁丙運発第25号。以下「運転技能検査運用

通達」という。）及び「運転技能検査等実施要領の制定について」（令和７

年３月３日付け警察庁丁運発第69号）に準拠しており、道路交通法（昭和35

年法律第105号。以下「法」という。）第97条の２第１項第３号イに規定す

る運転技能検査と同等以上になっているかどうかについて判断すること。 

この場合において、当該検査の方法については、次のいずれにも該当して

いる必要があることに留意すること。 

 

ア～イ （略） 

２～３ （略） 

別添２～別記様式第２号 （略） 
 


